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1
原田委員
（事前の

意見照会）
議題（１）令和６年度川崎市病院事業会計決算概況について

資料１の中で所謂未収金についてはどこに記載があるかを教え
て下さい。（仮に増えているのであれば、その対策方法につい
ても併せてご教示して頂けますか）

資料１に記載はございませんが、所謂未収金については、患者の
自己負担分のうち、時効期間の経過等により、最終的に不納欠損
処分を行う金額は、例年、直営２病院の合計で2,000万円前後と
なっておりますが、令和２年４月施行の民法の一部改正により、
時効期間が３年から５年に延びたことから、令和５年度の不納欠
損額は約600万円、令和６年度の不納欠損額は約260万円と一時的
に減少しております。
滞納債権対策としましては、各病院において、文書催告、電話催
告、訪問催告を行っているほか、これらの催告に応じない方につ
いては、弁護士法人に、滞納債権の収納業務を委託しておりま
す。
また、支払が困難と想定される患者に対しましては、早期に面談
を行い、無保険者の国民健康保険への加入や、各種生活支援制度
の案内などにより、未収金の発生を抑制しております。

2 野中副委員長
議題（２）川崎市立病院中期経営計画2024-2027に基づく令和６年
度の取組状況に対する点検・評価について

委員の方から病床稼働率についての質問がございましたが、例
えば「小児科・精神等特定の用途の病床を除いたところで一般
病床稼働率を算出する等」、きめ細かい説明が必要だったかと
思われますので、今後、ご検討頂ければと思います。

いただいた御意見を踏まえつつ、病床稼働率のきめ細かい説明に
ついて、今後検討いたします。

3 堀田委員 議題（１）令和６年度川崎市病院事業会計決算概況について

貸借対照表が示されていない点について 野中副委員長のご指摘
がありました。
財務諸表等、議論に必要な情報提供のあり方について再確認を
お願いいたします。

貸借対照表や損益計算書といったいわゆる財務諸表についてです
が、８月初旬の段階では、これらの財務諸表について精査を行っ
ている段階であったため、資料として御提供できる状態にありま
せんでした。
貸借対照表と損益計算書について、別紙のとおり情報提供いたし
ます。
今後も議論に必要な情報提供を行ってまいります。

令和７年度第１回川崎市立病院運営委員会 委員意見・回答一覧



No. 委員名 該当箇所 御意見 回答

4 堀田委員 議題（１）令和６年度川崎市病院事業会計決算概況について

資料１の３ページ、多摩病院の運営形態である指定管理者制度
の利用料金制をとっていることについて参考資料を用いなが
ら、民間のノウハウや創意工夫を発揮させるインセンティブが
働き、事務の効率化が期待できると説明がありました。多摩病
院において効果のあった方法を他の2 病院に展開することはで
きないのか、具体的に効果として把握している内容を教えてく
ださい。
また、各病院がそれぞれの課題や工夫されていることを、共有
して改善に役立てるような情報交換の場は現在あるのでしょう
か。

【指定管理者が運営する多摩病院において効果のあった方法】
・多摩病院では、積極的なRPA（Robotic Process Automation）
の導入、診療情報をはじめとする機密性の高いデータのセキュリ
ティ管理を行う医療情報部の設置、医療事務のプロパー化など、
民間病院としてのノウハウを生かし、効率化に取り組んでいま
す。
【情報交換の場】
・毎週行われる多摩病院と市職員とによる「定例会」により、そ
れぞれの病院の取組について情報交換を行っています。
・医療安全について、川崎市立３病院の医療安全担当者等による
「市立病院医療安全管理担当者会議」を年２回程度開催し、情報
共有と確認を行っています。
・各病院の医事課では、施設基準や診療報酬に係る加算など、そ
の都度、電話やメールで意見交換を行っています。

5 堀田委員
議題（２）川崎市立病院中期経営計画2024-2027に基づく令和６年
度の取組状況に対する点検・評価について

資料２−３−１施策２ 今後の方向性 緊急受診について「応需
できる体制、仕組みづくり」の内容を教えてください。

令和６年度は、一般稼働病床が満床であることが多く、患者の状
態（重症部屋、個室管理）によっては地域の医療機関からの緊急
受診依頼を断らざるを得なかったことから、昨年度に比べやや数
値を落とす結果となりました。
川崎病院では、依頼件数が伸びている緊急受診に対応するため
に、入退院支援クラウドサービスの導入や看護師・医療ソーシャ
ルワーカーといった職員の採用を進め、退院調整の強化、在院日
数の短縮等により、病床確保に取り組んでいます。
また、現在は限られた軽症の事案について試験的に行っている他
院紹介についても、本格実施できるよう看護師等を確保し、病病
連携のできる体制を固めることで、更なる病床確保を推進してま
いります。

6

資料２−３−１施策５の成果指標及び取組目標等の状況と成果
の分析で初期臨床研修先を決める医師臨床研修マッチングが全
国の市中病院と大学病院分院の中で 希望者数全国2 位になった
要因、川崎病院の魅力を具体的に表現してアピールされたらい
いと思いました。

いただいた御意見を踏まえつつ、今後も、川崎病院含め市立３病
院の魅力を具体的に表現していけるよう努めてまいります。
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7 堀田委員
議題（１）令和６年度川崎市病院事業会計決算概況について
議題（２）川崎市立病院中期経営計画2024-2027に基づく令和６年
度の取組状況に対する点検・評価について

１の前年度決算概況のご説明では、各数値や金額について前年
度と比べて増減の状況とその原因と思われる背景が説明されま
した。
２の各病院の取組は、計画に基づく取組についてそれぞれの病
院の状況説明です。
２を進めている中での結果として１の状況になっているという
ことなので、１の課題分析から、２のうち今後特に注力すべき
取組は、どれであるというような課題の整理と取組を重点化し
てみることはどうかと考えました。ご検討ください。

いただいた御意見を踏まえつつ、次年度以降の各病院の年度の取
組状況に対する点検・評価時、課題の整理と取組の重点化が可能
かどうかも含め検討いたします。

8 堀田委員
（４）川崎市立多摩病院における指定管理者制度活用事業中間評価
の再評価について

1９ページ
交付金の過誤請求、出産費用の課税誤りについて
原因として記載されている内容は、基本的なことができていな
かったという事実ですが、これに対し、再発防止策としての記
載は各職員が心がけるレベルの内容で、「対策」としては適当
でないと思います。組織的な対応により事務ミス発生のリスク
を減らす事務フローや研修等の仕組みを院内で整備する方向が
第１で、さらに補完するために病院局、3 病院の連携を密に行
うという順かと考えます。

いただいた御意見を踏まえつつ、今後は事務フローや研修等の仕
組みを院内で整備しつつ適切な再発防止策が取れるよう、市立３
病院で密に連携し取り組んでまいります。

9

２１ページ
指定管理者のコンプライアンスについての検証とあります。
多摩病院の目線での内容となっていますが、法人本体の目線で
の記載も必要ではないかと思いました。

いただいた御意見を踏まえつつ、次の中間評価に向け、法人本体
のコンプライアンス・ガバナンスも含め引き続き確認してまいり
ます。

10

２４ページ
今後の事業検討方針について
最後に「今後の多摩病院の位置づけ」とありますが、病院の機
能面なのか、運営手法なのか、「位置づけ」の意味するところ
を教えてください。

登戸地区の再開発に伴う市北部地域の人口動態や地域における医
療ニーズなどに対応するため、中核的な医療機関として病院機能
の検討を行ってまいります。
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